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目
的
に
：捸

れ
? :

も
の
で
は
な
い
。

C
i

t
i

z
e

n
s

h
i

p

は
む
し
ろ
特
定
の
町
の
市
民
と
感
中
る
ょ
b

國
民
性
格
と‘
し
て
のi

z
e

n

と
感
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

:

1
:
窗
生
活

北
»

化
は
；诙
石
て
傲
少.
か
.

は
.
ぼ
ぃ
" 0

,

丨
コt

ユ
ー
一
テ/

と
し
2

都
布 

'

丨, 

> 

n

七

o

一
一
ネ
ー

)
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‘コ
ム
ミ
ュ
ニ
テ
.ィ
，
と

し

て

の

都

市
,. 

'リ.  

- 

:

に
對
す
る
忠
献
惑
は
到
底
望
め
な
い
。
此
の
意
味
で
の
、
估
：

^
に
對
す
る「

町」

の
パ
ア
ソ
ナ
U
テ
ィ
ー
は
缺
如
し
て
い.る
。

•

此
っ
現
象
か
ら.
リ
ン
ド
マ
ン
は
ゴ
ム
ミ

.

ュ
チ
テ
ィ
ー
のf t

念
は
單
純
か
ら
祺
雜
へ
と
移
つ*t:

と
考
ぇ
る
.
-

(

セ
リ
グ
マ
ン

» '

象

「

1 *
會
科 

西̂

全
#

_
T

 

n

ム
ミ
ュ

-
1
,

テ
ィ
ー
の
頌
參
照)

こ
の
單
純
で.
舊
來
の
齡
念
を
彼
は
權
造
的
概
念
と
、し
、

J

定
の
行
政
>
の
境
與
を
持
つ 

:
':
;
:
;
'
#

亂
：_

境
_

:

_

の
_

思

係

.

g

 

經
# ;

衝
動
：に
-«
-#

:1
>
;
:
^

^

,

の
様
な
も
つ
と
大
き
い
社
會
單
位
の
一
部
分
を
な
す
も
の
と
示
し
て
い
る
。
故
に
こ
、
で
は
地
域
と
經
濟
游
動
の
組
織
と
獨
立
行
政
體

Q

J11

要
素
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

 

*
 

;

. '

併
し
.工
場
制
度
會
社
組
織
を
根
幹
と
す
る
經
濟
活
動
は
、
こ
ぅ
し
れ
境
界
を
突
破
し
て
い
る
し
"

离
の
製
造
' ^

も
他
の
‘地
方
人
：の
：朋

：
 

有
で
ぁ
る
場
合
が
多
く
、
市
^

生
'
產
の
財
貨
も
地
元
消
f

目
標
.之
し
な
い
。
機
械
憲
と
も
な
れ
ば
-0
:

'
§

は
益
ミ
.
必
：f

無
く
な 

り
、.
エ
場
の
勞
働
者
は
.著
し
く
流
敵
釣
に
な
つ
、
て

邻

-?
>
0'.
'':
;
'
.
運
_

通

通

倩0 '
:發
達
.は
コ
ム
ミ
ュ
二
テ
.ィ
ー
を
篇
<

■-
*

軟
北
し
自
存
性
^
■•

弱
..
 

め
る
。
か
く
し
て
住
民
の
坐
活
關
心
も
地
域
•

職
能
姻
^

も

，の

か

ち
»

ら
職
能
的
關
心
へ
と
著
レ
く
移
行
し
て
來
た
.
.^ .

時
に
生
- ^

觀
念
.
 

に
は
著
し
•い
系
銃
时
な
分
裂
が
坐
レ
て
全
人
格
的
な
篇
合
面
ょ
り
、
生
活
々
動
の
一
支
面
に
ょ
る
^

、為
合
が
强
ま
つ
て
來
1 :
°

-

折
く
の
如
き̂

^

で

は「

地
域」

觀
念
に
中
心
を
置
き
、
全
入
格
的
包
顧
を
も
つ
セ
コ
ム
ミ

=-
:

1

ー
ア
ィ|
/

の
崩
«

は
當
然
と'
さ
^
尨
け 

れ
ば
な
ら
な
い
,0
'

り
ン
ド
マ
ン
は
此
の
着

3

的
概
僉
に
對
レ
て
：過
親
概
今
心
を
ー
對
立
さ
せ
て
い
る
。
批
の
纖
程
は
人
間
他

11
?

の
遺
念
；で
書
釋 

ざ
れ
社
會
16
態
は̂

ふ
ゅ
.
る

菰

類
.0
» '

會

鬆

進

裡

，に
他
人
ど
湘
互
霞
を
營
む
個
人
の
關
心
.
、〈

：意̂

.

':

1
 ̂

ん
で
い
る
と
ポ
る0
:
:つ
主

1)
'

:

'

;

_

(

ミ
ズ
^

'ぅ
：い
ぅ
も
め
と
し
て
は
裝
響
親
和
性
フ
或
バ
ホ
鄕
土
蚀
等
^

^
 

:

■
:
 
'

:.
::
旣
.に
ー
部
指
询
し
た
様
に
吾
々
は
職
能
_

[ 1
:
-心
を
持
っ
て
レ
，.る
丈
げ
で
な
く
今
日
：篇
 

よ
り
凍
く
な
つ
て
い
る
事
に
氣
が

つ
レ
て
い
る
。
此
の
關
心
は

j

つ
の
凝
集
作
用
と
し
て
働
く;0
學
藝
の
人
：々

は
屢
？
國
境
を
超
越
し7;
結
：び
つ
く
。
同
様
に
：資
本
は
國
境

.
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.
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へ
.
：
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を
.無
視
し
、
.
萬
國
{0
-
勞
働
者
社
團
結
を
す
る
。' '.:
此
の
：凝
集
：£

^
の
前
に
.は
_

も
町
も
村
も
：3

^

?
所
謂
非
：コ
.

^

ユ
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テ
イ
；丨
的
過
程
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.あ
り
、.若
し
地
域
的
結
合
,§
:
-.̂
つ
て
5

<
ミ
丄
：ニ
：テ
ィ
ー.と
す
る
な
ら
ば
、
む
レ
ろ
、逆
；
.に
反n

ム
、、、；う
一
一
テ
：
イI
的
な
現
象
と
も
な.る
0.
. 

_吾
々
が
此
'
.の
遛
_
域
的
乃
隹
は
非
空
間
的
な
凝
壤
を
；
=»
ユ)1

テ
ィ
ー
と
考
ぇ
各
：事
ば
、
都
市
又
ぜ
大
都
市
を
硏
究
の
對
象
之
す
る

:

本
問
題
の
構
想
ー
の
^

^

に
於
い
せ
旣
に
排
斥
§
:
れ
な
け
れ
.ば
な
ら
ぬ
。
卽
ち
村
と
^

町
、

又
：は
大
小
の
都
市
、
，

〈

こ
ト
レ
仁
地*

集
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-
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イ
ム
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ナn

テ
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で
あ
る
が
ど
う
か
ど
い
v
r
r

〕

s

更
に
ど
.ん
な
.コ
ム
、

-

•• *
 • 
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'
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.
 

....,
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:

セ
、：

又
規
實
に
寄
々
は
何
等
か
0

形
態
|̂
聆
い
で
地
.馨
圑
を
つ
く
つ
そ
い
る
の
ち
、
地
域
^

間
を
無
視
し
.て
了
う
^

度
は
#1
容
れ
な
^
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.
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'も
0
で
あ
茶
事
は
申
す1
で
も
な
：い
ヴ-勿
論
か
く
云
つ
粑
か
：ら
と
て
超
地
域
集
圑
的
な
關
心
や
凝
集
作
用
を
济
定
す
る
の
で
は
な
い

0
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.
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對
にn

.

ム
..ミ
ユ
ニ
.テ
.ィ
ー
を
_

つ
の
過
程
と
見
る場
合
に 
>
、此
の
：凝
集
作
用
と
地
域
と
の_

傲
、•：.

卽
ち
地：

緣
關
係

■ 

-.、 

ニ 

，
，
'
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'
■■
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.
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ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
を
主
張
す
る
丈
け
で
'あ
.る
？
空
間
的
接
近
：に
關
連
す
ん.一:連
<0
.過
程
を
掘
ル
出
し
て
來
て
、

n

ム
ミ
ユ
ン
ー
，デ
イ

■

■
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.
ぐ
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の
過
程
概
念
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
.と
見
る
の
で
あ
る
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t t

會
は
：

「

動
^

得
る
.個
人
、覆

心

.の

空

間
的
：距
離
關
係
で
.办
るL-
.
;
:と
^
う命
題

む

あ

を

'
.

「

何

も
(0」

"
か
ゼ
特
別
^
生
れ
る
乜
.あ
ろ
う
が
：̂0
人
間
叹
社
會
關
係
は
多
様
複»

で
.あ
4:
故
!5
.社
會
的
快
^̂

? 

,
 

.
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■ 
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. . 

. 
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-
:

そ
れ
が
假
に
空
間
的
接
近
に
戡
因
し
て
い
る
と
思
ゎ
れ
、
觀
察
さ
れ
る
場
合
で
毛
、
他
の
諸
因
子
が
介
在
.し
て
い
る
事
は
免
れ
な
い
の
が

當
然
で
あ
る
。
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エ
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し
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都
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rr 
ム
人
、、

ユ
 

二 
テ
.ィ

-
!と
し

て

•の

.
都

市

-
' 

' 

H

.-

0

0

一一-A

)
，

.

■

、

届

俗
,̂
一
 K

う
、•
途
上
の
す
れ
違
い
に
も
他
生
の
綠
を
認
め
、
隣
人
を
好
ま
し
き
も
の
.
と
想
い
、
遠
方
o '
身
寄
り
よ
り
近
く
の
他
人
に
賴 

■

办
、.
每
る
.者
日
々
に
疎
し
と

い
う
關
係
は

、
果
し
で
ど
う
い
、っ
性
質
の
も
の
で
あ
ろ
う
.か
;:
0

社
會
的
に「

無」

か
ら
I發
し
、
地
則
由
接
近 

^)

.省
實
か
^ ;

何
か
.の

「

有

」

が
生
れ
る

と
-
い
、プ
事
で
あ
ろ
う
か
。

こ 
>

に
坐
れ
る
，社
會
關
係
は
、
-勿
論
特
烈
の
も
^

で
あ
0

知
え
ば
顧 

行
人
、
膦
人
パ
中
作
も
共
に
1

す
る
大
き
な
社
會
の 

一M
 

A國
风
、-
市
诚
等)

-

で
あ
る
事
は
沄
>
?
ま
で
も
な
W

。
$

れ
に
し
て
も
:!
1
1ハ
に
居 

る
と
い
う
事
か
ら
特
に
生
.ず
る
關
係
ば
確
か
に
一
つ
の
ft
.
交
柳
、
同
類
又
.
'は
同
好
意
識
成
い
.
は
群
衆
意
識
が
生
れ
る
機
緣
に
は
な
る
。
盛 

り
場
の
：人
敗
、：岗
軍
內
の
乘
客
達
、
.
近
隣
社
會
の
隣
^

達
、&
生.
み
ー
出
さ
れ
る
關
係
杧
は
滩
涂
に
:;
'
;?
1

:
'?
:

每
掌
ぶ
屬
^
^

併
し
-

コ
鉍
ミ
ュ
二
テ
ィ
ー

.
を
論
す
る
場
合
に
、
斯
く
の
如
べ
單
^

る
、地
.
理
.的
接
近
だ
け
で
，生
れ
る
，社
會
的
關
係
を
神
經
贸
に
追
及
す
る 

必
要
は
なi

。

蓋
し
地
綠
社
會
と
ん
て̂
■
.

コ
ム
ミ
ュ

-

一
テ
ィ
丨
は
純
粹
に
地
理
的
接
近
丈
け
で
生
ず
る
社
會
關
係
で
な
レ
か
ら
。
換
言
す 

.

.

れ
ば
土
地
•

う
空
間
を■
共
.に
す
る
事
に.
よ
つ
.

て
吾
々
人
間
の
間
に
は
多
種
多
様
な
關
係
が
生
れ
て
來
る

■
か
^

で
あ
る
、
.
。
.

ノ
ノ
：
-…

.

/\
 

■
 

‘
其
體
的
に1K.

え
ば
.經
濟
‘

政
治
又
.は
行
政
.

文
化
其
の
他
の
諸
關
係
が
自
ら
發
生
し
, T

來
る
。，
卽
ち
.

「

近
く
-1
1

ハ
に
住
、っ.
.と

い

ぅ

置
•

,

は
、
或
る
&1

度
0 '

相
2/
:

依
#

と
.湘
五
作
通
と
を
彌
ら
す
倾
向
が
，あ
る
0」

'

•、*、：
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_ 
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;
、
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.
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.

.

_
餅
え
尤
人
の
定
7住
に
あ
?:

つ
て
治
安
の
維
持
^

^

も
必
耍
な
も
の
、
一
つ
で
あ
.
る
,°

從
つ
て
定
住
の
地
を
共
に
す
る
も
の
は
其
の
闫
6;
*
 

■

然
傲
^

す

气
^

’

經
濟
生
淸
の
^
 

各
個
は
朋
謂
自 

給
體
制
に
^

い
’て
共
の
必
耍
を
滿
オ
こ
と
す
出
來
る
が
、
協
同P

制
で
"
A

M
よ
く
其
の
闰
的
を
達
す
る
。
必
要
な
る
、財
貨
及
び
サ
ー
ビ
ス
， 

は

自

G

坐
產
し
て
も^

1
+

乂
な
，い
が
、.
市
^

1

於
い
ヤ
き
得
し
て 
'も
結
馨
で
^

る
。
否
む
し
ろ
經
濟
發
展
の
傾
向
ば
狹
い
対
域
に
於
け
る
孤 

'立
自
給
的
ば
形
態
か
^

^

^
地
域
に
瓦
る
協
同
組
織
め
形
態
广

と

. ^

つ
て
來
て
い
る
' 0
^1
;
ハ
の
他
各
刮
の
生
活
利
' ^

は
-]
1
;
の
協
同
齡
#
の
裡 

に
，
^

ハ
て
ば
じ

め

C-

各
間
に
と
つ
て
も
可
能
と
な
る
。
そ
れ
故
に
地
域
を
典
通
に
ず
る
事
は
附
赌
的
に
各
極
の
洒
' #

的
關
係
、
各
樣
の
組

織
を
生
み
出
し
て
來
る
。
コ
ム
ミ
ユ
二
テ
ィ
.
1

は
過
去
.に
於
い
て』

現
在
に
於
い
て
もか

/
'

る
地
域
的
組
織
體
と
し
-で

發

生

，
し

且

つ

存

在 

し
て
、
.る
の
で
あ
る
。
ゴ
ム
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
ー
の
觀
念
の
ぅ
ぢ
に
-「

生
活
或
.い
は
生
活
の
組
織
を
共
に
す
ぶ」

$

>

カ

意

味

が.#
く

の

場

合 

含
ま
れ
て
V

為
の
は
此
の
.關
係
を
指
ず
に
外
な
ら
な
い
。

一1楚
等
の
人
々
は
凡
べ
て
同
#1

な
問
題
に
當
衙
し
て
い
る
の
で
そ
ル
を
肌
決
す 

.

る
の
に
.L

g

に
な
ろ
ぅ
と
す
る
。
こ
の
事
態
が
親
迓
に
起
れ
ば
共
處
に
一
つ
のn

Ar
.
,
、
、
/

f
 

r

テ
イ
.，丨
が
^

來
上
る
祺
と
な
る
。」
/

:

:

.

.

.
 

,
-
、
 

. 

•
- 

.

五)

. 

、

~

 

• 

.
V 

, 

;
.

.
;■
. 

ノ 

ノ 

,
 

. 

> 

.
.
.

 

.
.

‘ 

.

.

.
 

.

■

/

’

.
 

.
 

，，
 

.
 

_
 

此
の
生
沿
共
同
體
の
觀
念
は
..

「

主
要
な
る
生
活
事
項
.に
於
い
て
協
働
す
る」

も
の
と
い
•、
、
■
 

r

共
®
^
,

關
心
に
ょ
つ
て
繫
が
れ
る」

と 

:

ノい

、>
 

T

何
等
か
, ©

本
！̂

^ ：
重
：要
ば
^ ;

藥
を
協
同
方
式
i

f

づ
：疋
贫
：见
ず
る
必
聲
ど
_

便
生
で
错
&

さ
れ
：位
ポ
の』

ん
射
ゥ
.表
«
に
現
ゎ 

さ
れ
て
い
る
'0

或
い
は「

■
常
の
個
人
の
生
活
が
胬
ま
れ
る

共
同
生
活
の
小
さ
い
核
心
で」

「

そ
の
土
地
の
住
妈
の
日
常
の
經
濟

•

社
會
.
 

‘
沾
動
が
北
ハ
の
地
域
の
共
同
な
組
摩
體
系
を
通
じ
て
營
^

れ
る
地
域」

と
觀
察
さ
^

都
市
の
場
合
に
は
■「

水
道
、
燈
火
、
衞
'生
、
動
力
等
の 

公
益
翦
業
が
共
通
の
(/
1
]
題
：と
な
る
市
街
地
域

」

と
考
ぇ
ら
れ
る
。
故
に
■

「

コ
ム
ミ
>

二
テ
ィ

.卜
は
多
® :
-
の
機
關
を
持
つ
て
；
雜
多
なE

的
•
 

に
か
な
い
、
仲
圾
を
し
て
其
の
境
域
内
で
彼
等
の
牛
；萜
の
大
部
分
を
暮
せ
る
様
に
す
る
。」 

• 

,

 

か

是

冷

の

挺

：的
及
び
需

-

に
論
ぇ
冬
機
撕
时
方
面
：と

^

江

，

一
：指

麵

も

、

'
或
.い■

n
.
.
:
,

ミ
；̂f

方
^

物
。
共
通
な
る
經
濟
機
關
の
利
用
と
し
て
商/̂
、
倉
扉
、
囘
漕
施
設
、■銀
行」

を
擧
げ
る
も
の
も
各
ん
。
此
の
點
に
關
連
し
て

「

申
心」

の
-觀

念

：が

出
^

來
る
。
コ
ム
ミ

'ユ-
-一
テ
ィ
ー
は
單
な
る
住
民
の
雜
居
形
體
で
な
く
、
そ
の
を
部
又
は
ニ
部
.を
集
め
.て
組
1

化
さ
れ
て
い
る'

.

.

. 

. 

.

と
す
^

ば
共
處
に
組
織
體
ひ
中
心
が
現
ゎ
れ
て
來
る
/ o「

コ
ム
ミ
ユ
.

ニ
テ
ィ
ー
は
多
か
れ
少
な
か
れ
自
足
的
で
、
囱
體
の
關
、レ
の
中
、い
を

/ 

; 

V
;

 

. 

:

■
- 

'
■
. 

-
■
-
'
-
 

. 

4\
 

■:
 

- ..V 

■. 

n

ム

ミ

友
二

テ
ん
I

と
し
て
の
都
布

 

三
-一

•

(

三
九

五)

.



コ
ム
、し

！！
テ
ィ
-

と

し

ズ

の

都

市

, 

s

_
 

Q

一
九
六)

-

%

持
ち
^ -

る
丈
け
の
大
さ
を
持
つ
た
社
會
集
圑
で
各
る」

其
の
中
心
と
は
商
業
の
中
心
、
社
交
の
中
心
、
敎
會
、
學
校
ハ
共
. ^
M

合
支
杏

プi

_

l

傷
_

簾

_

_

1
如
: 1
:

'
、.
6動

_

き
_

漏

_

:
資

^

01

ち
コ

A-■ミ

ュ' 11
.

テ
づ
.1
の
地
域
に
あ
|:

る
.が
い
凡
..パ
.て
.
の
.-中
心
.の
半
徑
.が
同
|
_
;で
.

^
る
，' ^

は
ー.
?
又̂

い
.
.が
.
.
.
'
.
.
#

41
- ^
:
.
&
.あ

る

中̂'
七 

し
て
の
經
濟
的
關
心
か
ら
f

ば
、

n

定
の
領
域
の
內
で
財
貨
を
_

し
販
寶
し
購
人
す
る
人
々
9

凡
べ
て
は
此
の
表
象
に
ょ
？

そ 

.
の
コ
ム
ミ
ュ
一
一
テ

•ィ
ー
の
一
員
で
あ
る
。
そ
，こ
で
是
等
の
人
々
を
全
部
包
含
す
^

様
に
境
與
線
が
引
か
れ
る
0」

之
れ
が
，

5
；

ち

一

圈」

，と
 ̂

I

れ
る
も
の
で
あ
つ
てf
坐
活
_」

'「

勢
力
飼」

又
は
-「

商
.圈J

と
い
ぅ
様
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
之
れ
が
前
述
し
た
樣
に
宗
敎

育
、
厚
坐
共
の
他
の
關
心
系
統
に
於
い
て
成
立
す
る
こ
と
に
な
る

。

' 

、
 

,

. 

. 
•
 

.

.'

.

 

> 
.
 

•
.
. 

,
' 

.

.

.

. 

■

 

*
 

.
.
.
.

 

-
 

-
 

1
.. 

..

.

.

.

. 

-

» 

• 

•
%
.
.
.
.
. 

U

.
 

■
 

■, 

•

.
 

.
 

.

,

(

六)

'
 

,

■ 

- 

. 

- 

.

ニ

.
•

.

'...V 

.ノ

.： 

一
’
.
.
.
'
:
.
.
.

此
の
組
織
化
.と
中
心
構
成
と
か
ら
所
謂
所
屬
感
が
坐
れ
る
。

一
§§
'
此
の
極
の
線
合
に
は
目
的
意
識
的
結
脅
と
非
意
識
的
結
合
が
為
七
、

. 

:自
發
醫
命
ど
他
为
盼
結
合
七.於
あ
る
。.：商
3:
會
議
所
、：

)

俱

樂

熱

地

顏

政

府

ゆ
^

® ,
®

街
盛
レ
場
‘の
如
き
.は
目
的
意
識
的
結
合
と
は
い
ぇ
：な
.い
。
、自
發
的
結
合
は
民
主
的̂
格
を
持
ち
、'
他
カ
的
結
合
は
支
配
的
^
格
を
持

っ
，'ノ

：-

ド
，f

.

.:

併
：し̂

^

.ぃ
中
ー
れ
こ
せ
ょ
、

.-
'
中
心
に
結
合
、
わ
場
舍
に.社
强
弱
の
輟
度
舉
は̂
.
右
が
其
處
.P

.

「所
！ ®

感J

. ^

生
れ
る
。
r̂
-

f

商
店
街
の 

-:
'

如
き
€
、
:「

亩
分
の
町
0
«.
3

と
寒
っ
甚
覺
が
生
れ
で
笼̂
^

ノ
-,
§
:
れ
^

9

.-/
::「

共
伺
：の
版
動
^ -

ょ
っ
て
窗
色
づ
け
ぶ
办
ね
地
域
的
秦
合
體
^

、
^

n-
K

«

b
往
民
が
何
ら
か
の
所
屬
-.
:
«:1
:

亦
す
ネ
のJ

で
あ 

.
り
、.
'精
神
的L

t

は
.
.

T

相
芄
扶
叻
0
.爲
.め
の
仲
間
及
び
綠
合
(0
.感
：_

1?
ぁ
る
0

此
の
_

合
を
缺
い
て
い
る
と
御
て「

地
现
的
接
f

密
I

I

、
趣
晚
、.
習
慣
、
言
語
に
’
於
い
ず
類
似
の
，と
こ
ろ
少
な
く
、
相
互
に
塵
及
び 

理
解
が
f

い」

と
しT

坤
立
、
1

心
■

互
蔑
視」

と
い
、っ
關
還
S

す
る
故
に
、'
大
都
市
を
.
r

,

,

r

r

K

f
の
I

か
ら 

は

外

す

f

f

l

。.
併
I

現
代
兵
.
5

1

馨
結
合
の
I

I

意
識
的
I

の
型
に
の
み
宏
？

す
る
の
は
S

 

.

ぁ

办
1

し
ろ
此
て
問
題
に
I

の
は
結
合
形
式
が|

元
的
'で
t

か
參
元
啓
t

,

か
の
价
違
於
と
思
ゎ
れ
る
。
田
含
の
名 

昔
の
W

に
I

て
は
所
謂
機
能
分
化
が
虎
分
に
行
ゎ
れ
て
い
な
い
で
■

爵
が
不
可
分
に
全
體
的
形
態
を
持
つ

て
い
る
。
故
に
比
の
場 

合

結

合

は「

つ
|

つ
，
て

澈

か

，も

坠

部

で

ぁ

り

、

屢

に

所

屢

も

八

| -

へ
の
所
屬
傭
|

も
强
く
且
つ
上
位
的
で
ぁ
る
。
此
の
意
味
.

h

弋

る

？

、2

テ
ィ
i

獨
自
の
個
性
な
4

格
を
持
つ
I

s

。
馨
な
意
味
で
の
鄕
土
色
、
地
方
色
と
ほ
そ
ぅ
5

た
現 

象
で 
t

o

!

;

 

-

r
 

.
、

」

•
：

.：
. 

.

.

, 

'

皮
之
、
大
都
市
に
於
.
>て
は
|

9

_
的
分
化
&
其
れ
に
f

結
合
の
多
様
I

極
め
て
著
し
く
な
る
。
蓉

結
果
、
各
人
は
を

■

:

§

_

> 1
1

_

遲

_

_

^

^

民
は
全
部
々
市
ょ
と
P

- X

德
y

に
纏
t

空

ミ

尊

f

が
、
豫

Q

大
都
市
に
ぁ
つ
て
；̂
そ

れ

篇
.
，
名E

I

的
ぎ
と
稱
せ
ら

| 1
魅

_

_

響

雜

_

::
:

1

_

_都
1

1 ;
浓

屢

の
_

靡

廉

1

1

同

觀

|;
:

:

_
漏

^

.

，

力
多
レ
に
も
拘
ら
^
'

此
の
組
織
へ
の
參
加
は
必
ず
し
も
市
民
に
强
カ
な
_

的
結
合
感
を
與
ぇ
な
い
。
市 

び

I

n

 

S

事
f

利
用
す
る
か
、
2

い
す
れ
忘
つ
い
て
I

は
殆
I

f

關

心

集
I

い
。
彼
等
？

 

益
!y

けf

、
の
す
n

f

ゃ
執
縈
集
さ
な
V

。
•̂

設
の
マ
丨
々
ッ
ト
▲

日
通
や
商
蕾
も
彼
等
に
と
つ
て
は
特
別
差
が
な一

。

水 

d

ろ
？
と
系
企
I

t

ぅ
と
、，「

サ
■
丨
ヴ
ィ
.
ス」

本
位
の
攀
に
ょ
？

同
列
に
評
價
さ
れ
る
パ
.
此
の
意
味
で
か
、
る
弋
• 

多
：：

の

市

與

は

精

神

的

に

全

く

 

n
K

モ

ポ

で

ぁ

つ
•
て
T

ヵ

リK 
一

K
V

ッ

各

は

ぶ

い
。

.

'、、

' 

’

 

:
r

ュ
？

Z

し
て
i

 

:
 

'.
 

: 

.

.

Iji

!1



コ
ム
ミ
f
t
'

ィ

丨

と

し

て

の

都

市

,

三

四

，£

九
八)

‘

并
し
J

が
共
の
居
住
に
於
v>

て
地
元
の
提
供
す
.る
生
活
の
利
便
や
.デ
1

ヴ
ィ

ス
に
線
合
し
て
い
る
事
は
.否
足
出
來
な
い
事
實
で
あ 

る
。.
.故
に
.か
、
る
機
能
分
化
的
、
特
殊
關
心
的
結
合
の
.
盤

を

も

一

つ
の
ヌ
ム
、、、
ュ
ニ
テ
ィ—

形
成
的
な
も
の
と
•認
め
な
レ
、限
り
換

> 

す
れ
ば
金

i
統
一
的
線
合
的
-で
、
先
$

一
 

的
な
結
合
感
を
持
つ
れ
領
域
內
で
全
生
活
が
行
ゎ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
服
り
、
現
代
大 

都
市
はn

ム
ミ
ュn
テ
ィ
丨
崖
の
着
に
置

^ '

れ

て

い

、
る

も

Q

で
あ
る
。
，そ
し
て
コ

.
，ム

£ュ
一
一
テ
ィ
丨
に
對
す
る
新
舊
の
解
釋
が
こ
、

に
岐
れ
る
！

S

で̂

る
。

' 

- 

,

,
:

fl
-

b

の
解
釋
の
相
違
、
本̂

的
に
は
コ
ム
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

y
l

t

體

Q

變
化
は
、
吾
々
の
生
活
關
心
が
特
^
^
生
活
地
域
に
爲
观
さ
十
な
く
な 

_

つ
；

4

に
基
い
て
い
る
。
舊
いn
ム
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

1

の

機

因

子
1

代
？
な「

動
き」

で
あ
b

塞

で

あ

，る
。
ニ
國
はf

l

無
碍 

と
な
り
、
全
世̂

^

現
作
で
は
短
時
間
內
に
交
通
し
得
る
！
！
に
な
つ
.

て
來
れ
。
機
能
的
分
化
は
、
、
そ
の
特
殊
化
の
過
程
に
沿
遂
識
の

■.
 

領
域
を
逸
脫
し
て
全
國
的
乃
至
全
世
界
的
に
結
，合
ず
る
。
慕

、
か

.

、
る
生
活
領
域
に
於
け
る
關
心
及
び
觀
念
が
雜
土
的
_

の
3

ち
据
.
.

際
的
世
界
的
に
な
る
の
は
當
然
で
あ
る
。

 

.

.

. 

, 

.

父
：に
マ
ッ
キ
1
A
ア
の
运
ぅ
様
に
コ
ム
ミ
ュ
一
一
テ
ィ
ー
を
現
實
に
周
限
す
る
所
の
も
ひ
は
現
實
舻
な
友
通
の
段
度
と
い

.
、一
：Z
と
で
あ

る
。
1

し
て
事
皆
、
經
濟
、
政
治
、
質
勒
、•
商
業
、

藝
、'
.文
化
、
あ
ち
,

- ^

面
、の
人
間
生
％
養

い

艾
-'
1
{界
ヵ
一
つ
コ
ミ̂

：ュ：-一.テ 

ィ

丨

に
な
ひ
て
矿
て
公
。
社
會
改
農
な
論
者
は
、
之
、れ
を
友
好
的
人
間
の
*

界
的
共
同
社
;:
#

,

ぶ
.

_

が
胃
領
に
も
1

べ
れ
糠
に 

吾
々
の
こ
、
で
問
題
に
す
るn

ム
ミ
：
一
一
ア
ィ.パ
专
ぅ
し
れ
大
き
な
紮
社
會
雪
は
國
S

會
；

題
■

く 
¥
.の
_

:

泡

ま

る

：
 

村
や
町
や
大
都
市
の
叫
題
な
の
で
あ
る
。
故
に
論
f

是
等
の
も
の
を
小
4

かn
 

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

-

と
呼
：̂

そ

し

ぶ

め

存

亡

意
1

 

求
め
様
と
し
て
S

「

是
等
小
さ
い
コ
ム
、ミ
ュ
ニ
テ
/

は
從
前
の
全
1
,性
を
失
？
て

茏
£

大
德
コ
ム
ミ
.ュ

に

包

搦
 

H

實

ょ

？

消
诚
し
て
は
い
な
い
。
吾
々
は
文
■

人
と
し
て
コ
A

t

一
 1

テ
，ィ
1

の
大
き
な
圈
域
を
必
架
と
す
る
：と
同
様
に
小
さ

;

_

_

_

_

_||
_

醫

、

'
 

/ 

,

:

:

-

二....

ド
;

.

.
•
.

:■-

■-
: 

. 

/

. .  

- 

■  

X
-.

ス
七)

」

'
. 

' 

. 

、 

. 

■ ' 

:
 

.
■■) 

、

.
'
、
.
■
■;

へ
F
 

_

|

_

尻
：の
關
心
I

分
化
i

の

於

道

慮

の

■

を
逸
脫
し
て
い
る
霞
I

s

て
；ぃ
>

0
■:
.

:

プ

d

g

?

て
置
に
^

1

^

■

意

議

血
が
对
' *

の
觀
現
化
の
通
程
卽
ち
:1
>
'ア
>

ィ
ズ
す
各
過
.輯

;■
■
.; 

■
••
■.

丨
吾
々
I

I

零

.I

s

定
I

f

.
 

i

l

.

f

 
I

t

て
い 
'

此
の
翁
的
I

f

通
じ
J

吾
々
の
|

關
心
が
村
ゃ
町
の
圈
域
-
^
越
ぇ
て
逸
脫
ず
る
と
い
ぅ
、
或
.い
は
其
の
結
艰
ー
つ
の
國
際
&

I

を
持
n

是
等

Q

i

l

に
I

I

S

。
し

它

言

し

戀

義

、
或
|

證

\

|

く
f

と
し
T

_

l

所

在

：

,

の
-
"

ぁ

ろ
t
力
否
そ
ぅ
し
た
到
念
や
關
心
は
虛
空
に
；浮
動
す
レ
生
活c

假
り
に
そ
ん
な
も
の
が^.
り
得
る
と
し1>ら

)

か
ら 

發
生
す
る
も
の
で
あ
ろ
、o
、
A
O 
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.
 
■
 

. 

.

.

、

、‘
 

.

■

■

.

三

五

(

三
九
九〕

’

.
，

铃



ユ
テ
テ
ィ
-
-

と
:1

.
,
て
の
都
市

 

ノ
 

-
 
_

 

,

 

.
M
:
H

ハ-

(

四
0
0)

....... 

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

> 

■ 

、

. 

. 

- 

, 

- 

■ 

,

‘1
K

う
f

な
べ
そ
.
の
い
中
れ
も
あ
り
得
可
か
、ら
/さ
る
も
の
で
あ
ろ
う
0

假
り
に
學
藝
の
，關
心
は
國
際
的
で
あ
る
と
い
う
。
併
し
共
の
關 

心
.は
襻
藝
的
生
活
の
可
能
な
所
卜
ら
生
れ
、
；'學
藝
的
生
活
-の
杓
か
ら
生
れ
^

る
。
テ

■ロ
レ
汐
リ
ア
ー
ト
に
は
祖
國
が
無s

と
い
.
う
9

し
か 

し
共
の
.坐
活
觀
及
び
，也
活
观
念
は
、
現
實
.の
勞
働
生
活
‘の
內
.か
ら
生
れ
川
る
ょ
り
：外
に
現
め
れ
る
方
法
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
ヰ
か
。
X
 

國
際
的
に
通
中
る
吾
々
の
生
活
關
心
も
>

t :
r

座
し
て
共
れ
を
祈
念
し
て
い
る
事
に
ょ‘
つ
そ
、
實
現
ざ
れ
る
も
の
で
な
く
、
現
實
に
、：國
際 

的
に
通
中
る
何
等
か
の
組
織
又
は
施
設
と
媚
び
つ
か
な
け
れ
ば
具
體
化
さ
れ
て
來
な
い
。

• 

*

;

-
...

-
具
體
的
な
例
を
と
ろ
う
。
國
際
性
の
最
も
顯
著
な
も
め
と
し
て
學
問
藝
腐
文
化
の
系
挪
に
つ
い
て
見
れ
ぬ
、
學
問
的
關
心
は
學
間
探
究
.
 

の
生
活
が
可
能
な
る
所
に
.於
い
て
先
す
成
立
せ
ざ
る
'
.を
得
な
い
。
兹
に
於
い
て
學
術
硏
究
の
施
設
、
學
校
等
が
其
の
4 :

地
に
布
在
し
1

ぞ 

れ
'に

關
與
す
る
生
活
機
舍
に
葸
ま
れ
る
必
要
が
あ
る
。、
硏
究
の
資
料
や
硏
究
施
設
、-
硏
究
發
表
の
機
關
及
び
組
織
等
が
必
要
で
あ
る
の
は
ゝ

一

K

う
ま
で
も
な
く
、
若
し
阈
際
的
關
心
を
持
ち
、そ
れ
を
實
現
す
る
爲
め
に
は
、其
處
に
國
際
的
連
絡
の
組
織
と
機
關
と
が
必
要
：と
な
る
。
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•
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. 

.
.
.
.
.
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. 
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• 

. 

• 

'

そ
れ
ば
通
信
交
通
.の
機
關
で
も
あ
ろ
う
し
、>
國
際
的
集
會
の
施
設
で
も
あ
ろ
う
し
、
或
い
，は
圖
書
雜
誌
を
中
心
と
す
る
商
業
的
機
關
で

>

 

.

•
: 

-
: 

• 

. 

• 

• 

- 

- 

. 

. 

.

.

.

. 

♦ 

. 

あ
る
で
あ
ろ
う
。

-

,

. 

、
 

-
.
. 

:

,

:

• 

•或
い
は
音
樂
の
場
合
に
就
い
て
も
界
樂
學
校
、
硏
究
所
、'
樂
器
店
、
锁
奏
.場
、
樂
團
等
の
#

在
.が
必
要
で
，あ
る
七
共
に

.國
際
的
に
，は
ラ
： 

デ
才
な
り
帮
荇
器
に
ょ
る
連
絡
媒
介
の
、方
式
が
必
：要
で
.あ
り
、
或
い
は
外
風
、
樂
圑
.の

招

聘

，と
：
い

う

こ

と

も

_考
え
ら
れ
石
0
:美
觀
0

場
合 

: x

然
か
り
で
あ
る
。

.

-

.

 

' 

. 

^

っ

ン

.

.

. '

そ
し
.て
最
も
重
要
な
こ
ど
は
、
、是
等
の
諸
條
#

令
諧
施
嚷
钇
具
體
敗
に
其
の
土
地
ぼ
持
た
な

.け
れ
ば
、.
云
7
.と
こ
'石
：の
大
き
な
欺
界
へ

•
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.
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. 

,

の
關
心
•も
實
現
し
な
い
と
い
う
/
事
で
あ
る
.。
•故
it
換
言
す
れ
ば
、
.
狹
い
-地
域
を
魂
脫
す
1る
と
い
わ
れ
，る
生
沽
關
心
も
生
活
理
想
.名
，
現
實
、.： 

に
は
其
の
土
地
の
へ
內
に
此
の
大
.き
な
世
界
を
代
表
し
連
繫
す
る
組
#

と
施
設
七
を
持
9

事

に

.3
:

-0
:、>
\
大
き
な
世
界
以
縮
阊
の
戈
ち
に
牧

-

^
 

^
 

^
 

^

^. H 
0 

0 

ぞ
れ
.丈
^

首
«
は
容6 ;

:

國
既
騰
係
，
 

現
し
て
い
る
驰
1兀
の
.機
權
，で
ぁ
り
施
設
で
矽
る
。 
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先
き
に
ブ
レ
タ
リ
T

ト
に
激
い
て
述
べ
た
す
K

又

屢

で

含

。
爵

の

。フ
ロ
’
レ
タ
リ
ア
丨
ト
I

結
を
迫
.つ
て
も
、
F

f

 

.

.努
働
者
が
特
定
の
碧
、

. #

袠

場

所
•で
、

K

 

ロ
レ
タ
リ
ア
，と
し
て
の
生
活
を
實
現
し
て
い
な
か
さ
な
ら
ば
、
ど
、
？

-も
な
ら
ぬ
で

ぁ 

ろy

基
す
る
1
力
、
る
意
味
で
.

Q

關
心
ゃ
现
<! ■

、
此
ハ.の
地
域
を
超
省
す
る
限
り
に
於
ぃ
て
、
：顏
實
の
生
沾q

 4

醫

を

墓

化
し

杣

ぃ
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土
变
制
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れ
な
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f

 

©
.生
繫
勤
に
就
ぃ
て
も
前
項
益
べ
た
凝
に
共
の
土
地
'
に
，何
等
か
の
手
!1
-
'り
、|

け
れ
ば
な
ら
|

が 

明
4

に
な
つ
た
。
i

し
•て
や
其
の
土
地
に
，S

す
を
所
謂
日
常
生
沾
の
t

部
分
が
地
域
的
結
合
を
生
み
出
す
こ
と
は
运
ぅ
ま
で
も
な

ぐ
:;
^

'

,

に
:|
|

ロ
，

湯

識

ロ|

: 1

ー

潔

寒

々

钿̂

い
。
；
通
信
販
資
に
就
い

t

郵
便
，局
に
依
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
霧

響

は

、
物
資
の
、
供
輪
に
つ

h

3

兀
の
市
場
I

か

す
5

因
で 

ぁ

り

又
H

貨
店
f
 E

e

達
依
度
篇
、

大
都
市
隣
接
の
町
の
市
場
に
脅
感
を
感
ぜ
し
め
て
い
る
。
又
是
等
の
所
疆
M

» -

市
と
中
Vレ̂
.
 

訂
と
を
結
姿
通
の
發
達
は
、
後
者
の
往
民
が
共
の
生
活
關
心
と
實
現
と
遙
利
な
交
通
線
に
ょ
つ
5

1

ば
へ
れ
る
中

、
レ

都

市

で

典

十

と

い

う
結
®

に
な
る
。
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蒼
等
の
禀
情
か
ら
現
代
の
コ
ル
ミ
ユ
二
テ
ィ
ー
は
ゆ
し
て
一

様
な
存
:̂

で
な
い
嬸
は
明
^

^
な
る
。
凡
べ
て
の
生
活
が
悉
く
其
の
地
宂 

で
、1
様
に
完
了
じ
て
：S

る
型
の
コ
ム
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
ー
の
み
を
今
日
望
む

CD
,'ば
初
め
に
も
述
べ
t:
#

に
十
八
、
十
九
世
紀
の
形
態
に
執
着
•し 

過
ぎ
る
も
の
で
^
'

る
。 

■

■

’ 

 ̂

•■ 

' 

\

.

併
し
玆
で
問
題
に
な
る

Q
:

は
尨
大
な
|

域
的
_

.5
1
-を
持
の
茛
大
都
市(

«

-

共
の
意
^

で
過
大
都
市
七
呼
ば
れ
て
い
る

)

と
之
れ
を
取 

卷
く
、
單
な
る
伐
宅
地
的
小
都
市
群
、
M

に
地
方
都
市
乃
至
收
農
村
の
極
め
て
食
弱
^

る
生
活
文
化
の
，様
相
等
で
ぁ
る
。
此
の
意
味
で

n

 

み
ミ—

，キ

衡

ィ

七

呔

原

則

的

ば

避

漱

的

览

坐

活

需

觀

务

地

元

：
^
^
^
^

る
の
ゼ
ぁ
石
。
來
陳
の«
市
射
舍
策
は
大
都
市
の
地
域
的«
造
か
ら
是
等
大
都
市
が- #
數
、
多
様
な
コ
ム
ミ
ユ

-T

テ
ィ
ー
の
合
成
體
で
ぁ 

る
と
覜
察
し
仁-,
0
-是
等
の
合
成
單
位
の
小
コ
ム
ミ

『

一
一
一
テ
ィ

ー
は

®

輸
交
通
通
信
を
機
綠と
し

て

都
心
地
區
に
繫
が
つて
い

•る
。

そ

れ

は
 

丁
.度
、
大
都
市
周
邊
の
衛M
的
都
市
僻
ル
存
在
に
も
似
た
、も
の
で
ぁ
る
。
是
等
の
場
合
に
吾
々

‘
は
無
用
で
且
つ
.混
亂
を
の
み
惹
起
す
る
交 

_

を
5
限

'1
/

%
土
地
に
安
定
ず
る
生
：活6
可

能

で

：扣
る
：糠

诂

盤

備

す

る

事

が

务

要

匕

嗓

7

0

^

:

に
於
い
^

^
同
糠
に
溶
ゎ
：妁
ね
ば
馨
々
い
ザ
是,
.
の̂

&

^

1^ :

に
於
.か
：て

國

出

醫

涵

地

方̂

.市
經
營
；

a

於
：̂
る

坐

版

設

計

：
の

分

野

で

も

ぁ

备

。
，
顧

の

鸾

吖

に

は

著

太

.の
：0
靈

渚

：の
減
別
附
分
析
、

■.
'
'■

生
活
理
想
土
生
活
能
灰
の
調
森
、 

坐
i

係
技
術
の
硏
究
か
ら
そ
の
集
團
關
係
、
並
び
に
組
凝
及
び
經
營
原
理
に
亙
つ
て
考
ぇ
ら
れ
る
必
要
が
ぁ
る
。
此
の
問
題
は
別
の
領 

域
に
厨
す
る
か
ち
、-炫
.で
は
，割

愛

す

る

A

て

，
 

.
 

■

生
糸
恐
.慌
ミ
製
糸
業
勞
働
者
の

勞
働
條
件
/Ov

S^r

'
.M -

1 I
-

勞

儆
' ^
« '

銀
を
基
盤
.
^
.し
、.
.
:% :

太
す
：る
ア..

X
.

リ
.

：： .

力
：
の
.
'需

要

，
：
.
ノ 

に
ょ
っ
て
第I

次
世
#

大
勝
錄
に
至
一
るf

T ?
-
.
:
j猶
の
.

獨
*
的
超
加 

々
利
濶
を
獲
得1 ,
て
來
| :
|

.

こ
れ
を
裏
が
ら
言
：ベ
ば
經
營
：は
極
：め

, 

て
放
慢
で
あ
つ
仁——

ゎ

が

製

塞

も

、
‘

、大

證

斷
&

: 1

,
て
發
生 

•

す
る
魏
多
の
恐
慌
と
、
中
國
糸
及
び
人
絹
の
競
维
に
曝
さ

.

れ
て
ぐ
. 

漸
く
そ
の
糸
價
は
下
向
線
を
巡
り
始
め
-f
:

。

一
か
5 :

年

米

に

發

，
 

生
し
た
世
'
界
恐
慌
は
、
か
s

'

る
狀
態
に
低
迷
す
る
製®

に

決

定
. 

的
な
打
擊
を
與
へ
、て
、
製
自
を
未
曾
有
の
恐
慌
：

Q

渦
中
に
投
じ 

た
。
 

•

,

斯
る
未
#

有
の)

恐
慌
の
渦
中
に
あ
つ
て
こ
そ
、
そ
れ
自
身
が
內 

钮
す
る
矛
盾
も
、.

• *

本
對
勞
働
關
係
の一

切
も
が
、
そ
の
本
質
的
卜，
 

な
姿
を
最
も
露
骨
に
表
川
す
る
。
從
つ
て
此
處
に
於
げ
^

私
の
意 

向
の
•第
.
一.
は
、.
そ
れ
.を
指
向
し
つ
、
も
今
迄
來
し
得
な

K

つ
仁
事 

業
生
對
勞
働
者
の
關
係
を
、
恐
慌
の
過
程
を
分
析
す
る》

2/
に
ょ 

つ
て
尥
接
的
に
把
握
ず
る
こ
と
で
あ
る

。

,•
-

- 

旣
に
觅
た
如
く
、
こ
の
恐
慌
の
第
一
次
的
な
原
因
は
ア
メ
リ
ヵ 

‘

.也
糸
恐
慌
と
製
系
業
勞
働
者
の
勞
働
條
件.
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.

.市
場
の
植
塞
で
あ
り
、
そ
れ
を
助
成
し
仁
と
い
ふ
意
办
に
冷
い
て 

人

絹

、
：
、
支

那

糸

©

使
敗
が
# :

へ‘
ら
れ
る
o

-.
:

'
れ
：が
恐
慌 

接
的
な
契
機
で
は
為
る
が
、'
.恐
慌
の
^

^

は
>,
.^ :

外
部
的
な
も
の
，：
_

,

の
複
合
の
' ^

果
で
あ
〃
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な5

。

かA

る
奮 

'

味
に
於
.い
.て
^

Q
:

反
應
.
Qt f
c

方
は
^̂
'

て
，重
要
^

要
素
が
共
處
に
働
くQ'

で
，あ
る
が
、
我
々
は
論
文
の
主
題
に
從
つ 

「

て
展
應
义
し
て
出
現̂
だ
勞
働
條
把
が
、
逆
に
恐
慌
に
對
し
如
妒 

な
る
作
用
を
及
ぼ
し
た
か
、
，
又
そ
•の
恐
慌
が
洱
び
勞
働
條
件
を
い 

.

.ハ.
介
に
.
«

K

: u
:-
t

:

^
: w
:
::
®

相
關
作
用
：が
結
猶
觀
来

1
^

0
1

體
C

M ,
し 

ぐ
て
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
を
考
察
す
る
。
こ
れ
が
第
二
の 

課
題
で
あ
る
が\

こ
れ
が
究
明
も
又
恐
慌
の
過
程
の
分
浙
に
ょ
つ
.、
 

-

、で
の
.

み

達

、せ
：
ち

れ

る

0

:; 

.- 

V 

V
 

■.

‘
從

づ

て

私

は

第

一

、
，
第

1
1

の

歷

を

果

す

た

め

i

出

來

る

だ

け.
 

_
.詳

細

：に
..恐
慌
0

進
展
を
考
察
す
る
で
あ
ら
ぅ
。

先
づ
製
來
業
の
景
氣
を
最
も
端
的
に
示
，す
糸
價
の
變
動
は
第

I

ン

，
三
九
 

s
p

i
n

)

' *

ぢ
k 

り':
':-:
”へ
：
“)

一
.
；ヘ
ン
べ
、
：
へ

...一
：
V..
. 

;一

. 

, 

*  
. 

.
•
-、-.ご.
.
.
.
.
-

vs
.r'
-
:
.
:
f'
'
.
, 

..... 

'
.


